













































































































































































































































































































































































































































































































『日本語学』第10号 V ol. 14 明治書院
６．鈴木 睦（2003）「コミュニケーションからみた勧誘のしくみ―日本語教育の観点
から―」『社会言語科学』第５巻 第１号
７．辻 大介（2003）「意味することにおける意図と規約―コミュニケーションに関す
る理論社会学的関心からの一考察―」『社会言語科学』第５巻 第１号
８．細田由利（2003）「非母語話者と母語話者の日常コミュニケーションにおける言語
学習の成立」『社会言語科学』第５巻 第１号
109― ―
表現意図が達成された例（例１）別紙
学：「学習者」（韓国人女性）
日：「日本人学生」（女性）
学「こんにちは」
日「こんにちは」
学「韓国から来た“Ａ”と申します。」
日「私は、早稲田大学“Ｂ”です。よろしくお願いします。」
学「ええ、何って呼べばいいですか。」
日「ええと、大体○○とか、」
学「○○、○○でいいですか。」
日「ええ、○○ちゃんとか、と呼ばれているんで。」
学「私は××って呼んでください。」
日「……」
学「○○さんは、あの、何をして遊びますか。」
日「ええ、私は、うん、映画を観るのが好きなんで、まあ、よく映画を観に行きます。」
学「どういう映画が好きですか。」
日「ええとね、わりと何でも観るんだけど、洋画とかが好きで、歴史ものとか、恋愛も
のも観るし、歴史ものがけっこう好きなんで。」
学「うん。…….例えば、」
日「この前、日曜日観たのが「トロイ」という映画で、ブラッドピットの。」
学「うん。…….うん。」
日「観ますか。映画は？」
学「（笑って）映画はあまり、観ないですね。」
日「観ない？……そうか。」
学「ええ、ああ、動くのはあまり好きじゃない？」
日「ウゴク？ ああ動く？ 遊ぶのが…」
学「テンニッスやってるし、野球とかも好きだから、スポーツが好きなんで。」
日「ああ、うんーうん。」
学「観るのもやるのも好きで。」
日「私、体を動かすのがあまり好きじゃないで。」
学「ああ、うんーうん。（笑う）じゃ、趣味は？」
日「趣味は、音楽。」
学「音楽！」
日「音楽、J-popとか、ミスチル。」
学「ああ！ ミスチル。」
日「浜崎あゆみとか、イエールとか。」
学「私も音楽が好きで、そういう日本の音楽は韓国でも売ってたりするし。」
日「うん」
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学「この前までは禁じられてたんだけど。」
日「ええ、禁じ？」
学「うん、芸術とか、小説とか、全部禁じされてて。ちょっとずつ開放されてて、普通
の CDも開放されて。」
日「うちも今、日本、韓国ブームだから。」
学「ああ、冬のソナタ。すごい。」
日「私はちょっと観てないだけど、皆「ヨン様、ヨン様」」
学「アハハ、」
日「私は「ウォビン」が好きなんだ。知ってますか。」
学「「ウォビン」？ ああ、どこで観ましたか。」
日「２年ぐらい前に、ドラマで「フレンド」」
学「あ「フレンド」」
日「「フレンド」をやってて、それ観てて、あ、格好いいとか思ってて、ヨン様よりも
好きで。」
学「そうですね。「ウォビン」がずっと若いですね。」
日「うん。」
学「ええ。」
日「あ、今、韓国の映画で、戦争の物語りなんですけど、そこに「ウォビン」出ます
ね。ちょっと観たいかも。」
学「私は韓国で見てきました。」
日「ええ、よかったですか。」
学「うん、すごい悲しいストリーで、最後の部分とかで女の子は全部泣いちゃう。」
日「ああ、」
学「そのぐらいのストリーなんですけど、私はあまり泣かなかったんですけど。」
日「ああ、ううん。」
学「……」
日「じゃ、機会があったら見てみます。」
学「後、それと、後「シルミド」という韓国の。それも「ブラザーフット」と一緒に今
やってるんですけど。」
日「日本でもやってるんかな？これからかな？」
学「来週？」
日「来週ぐらいかな？」
学「うん、よかったら一緒に見にいきませんか。」
日「あ、行きたい、行きたい。行きたいですよ。」
学「どっちが観たいですか。あの、「ウォビン」か「チャンドンゴン」か？」
日「ああ、「ウンビン」。ちょっと「ブラザーフット」ふうとか、アハハ。」
学「どっちかというと、「ブラザーフット」は「チャンドンゴンとかウォンビンとか」
と、ちょっとスター、スターみたいな格好いい男が出る映画で、「シルミド」は演技
派が出る映画です。」
日「ああ、」
学「ストーリとか、内容的に忠実した演技派の俳優が出る映画なのでシルミドの映画の
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方が観たいですね。」
日「あ、じゃ、でも観ちゃったよね。」
学「うん、でも、あの、韓国で観るのと日本で観るのとちょっと違うかなっていう」
日「ああ、字幕を見て勉強しないと。」
学「アハハ、韓国語を聞かないで。」
日「どっちでも見てみたいですけど、どっちがいいですか。もし、行くとしたら。」
学「どっちも。」
日「私もどっちもいいんですけど、個人的に、まあ、「ブラジャビクト」だけど、で
も、どっちでも。」
学「ああ、うん。来週、映画始まったら、一緒に見に行きませんか。」
日「うん、行きましょうよ。じゃ、メールのアドレスとか。」
学「はい、じゃ、書きます。」
日「日本人の友達とかほかにたくさんいますか。」
学「います」
日「うん。じゃ、私これに送りますよ。携帯に、私も携帯で。」
学「じゃ、他にもお友達どんどん連れてきちゃって。」
日「はい。……」
学「何年前か、この前「世界の中心で愛を叫ぼう」を観に行ったんですけど、すごく悲
しいストーリじゃないですか。すごく皆女性も男性も泣いてたのに私は涙一滴も出
なかった」
日「アハハ、何でだろう。あ、この間私の友達、男の人で、ちょう泣いたって。タオル
をまいたら水がでてきちゃって、」
学「へえ！そんなに泣いたの？ どこで泣ければいいだろうって。」
日「うん」
学「へえへえよく分からないだけど、そんなに、泣けるの。でも一緒に行った友たちは
すごく泣きました。何でだろう。私って感情がない人なのかな～」
日「あ、そうか。」
学「韓国映画とか観たこととがありますか。」
日「一応、観たいと思っていて観なくて。」
学「……ちゃんが好きになれるようなのがあるんだけど、」
日「……」
学「（自分が観た映画のそれぞれの内容について話す）」
日「今度、一緒に観に行きます？」
学「はい。……」
日「はい、じゃ、メールします。」
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表現意図が達成された例（例２）別紙
学：「学習者」(米国人男性）
日：「日本人学生」（女性）
日「はじめまして」
学「はじめまして」
日「“Ｃ”です」
学「“Ｄ”です」
日「“Ｄ”？」
学「はい。ええ、レストランみたい。」
日「そうだね。すごい詳しいね。」
学「ええ、遼の近くにあるから。」
日「どこの遼？」
学「（場所の説明）」
日「そうですか。私、東京に引越ししたばかりで、あまりよく分からなくて、私より詳
しいかも。」
学「そうですね。まあ、あの日本に来たばかりはよく分からなかったけど。」
日「でも、今結構慣れました？」
学「まあ。やっぱり、最初はいろいろ困ったんだけど、だんだん分かってくるから。と
ころで、あ、あの趣味は何ですか。」
日「趣味？」
学「はい。」
日「私はピアノ。ピアノを弾くのがすごい好きです。」
学「あ、ピアノですか。」
日「うん、でも、今一人暮らししててピアノを置けないから、弾けない。」
学「一人暮らしだと、そうですね。大学生の生活はそうですね。」
日「……さんは何をするのが好きですか。」
学「読書。」
日「あ、読書。」
学「ええ、本を読むのがとても好きで、古本屋とかがあるところをぶらぶら歩くのが好
きです。」
日「ええ、そうなんだ。すごいすごい。」
学「神保町とか、上野とか。」
日「ええ、今までよく行ってたところは？」
学「神保町です。」
日「そうなんだ。どうやって行く？電車とか何に乗る？」
学「東西線に乗って、九段下で乗り換える。半蔵門線に乗って、神保町で降りる。」
日「私よりずっと東京のこと詳しい。」
学「まあ。」
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日「いつ日本に来たの？」
学「１年ぐらい前。」
日「へえ、去年の今ごろ？」
学「去年の９月に来た。そろそろ帰るけど。」
日「え、いつ？」
学「８月に。」
日「ヘえ、後一ヶ月だ。すごい短い。」
学「そうだね。あの、よかったら、故郷のこと、教えてください。」
日「あ、はい。あの、仙台って、…….わかりますか。」
学「はい、分かります。仙台って方言とかないでしょうか。」
日「ウン、私の話方で分かると思いますが、」
学「だいたいそのぐらいですね。わたしぐらいの年の人は。」
日「結構年上の人が方言使っている。……….さん.はどこに行きましたか。」
学「長野です」
日「長野、うん、うん。オリンピックやったところだね。」
学「はい。」
日「すごい。…ええ、何で日本に来たの？」
学「日本語が専攻です。日本語の勉強と日本を知るためです。」
日「へえ、皆上手だね。すごい、すごい。」
学「いいえ、ぼくは、あまりできない。」
日「……さんもとても上手。」
学「日本でもどこに行くかによって、違いますから。」
日「うん、うん、都市の雰囲気ってやっぱり違う。」
学「そう。例えば、渋谷と新宿とか銀座とかは全然違う。」
日「うん、うん。例えば、どういうふうに違う？」
学「（町ごとの雰囲気の話を詳しく、具体的に述べている）他に趣味とかは？」
日「趣味は何だろう。何だろう。」
学「音楽とか好きですか。コンサートとか。」
日「コンサート、うん、コンサート。機会がなくて。でも、東京だったらいっぱいある
かなあって思って。」
学「そうですね。東京にはいっぱいありますね。」
日「あの、……さんは本を読むのが好きと言いましたね。どういう本を読むのが好きで
すか。」
学「ええ、どれでも結構呼んでみたりするのが好きです。見ていいなあと思うものを選
んで読んでみる。」
日「へえ、すごい。じゃ、読書が好きならそういうサークルとかに入ったらいいんじゃ
ないですか。」
学「そうですね。まあ、サークルというのは自分のスケジュールとあっている入りたい
サークルがいいです。」
日「うん、そうそう。」
学「ぼくは書道が好きで、書きたいというか、その方が趣味というか、やりたいことで
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す。」
日「あ、そうか、そうか。」
学「……さんは書道は好きですか。」
日「私は書道を習わなかったけど、私の妹が書道を習っていて。私は鉛筆で書く書道の
方が好きです。」
学「へえ、そうですか。」
日「でも、今度筆で書く書道もやってみｋたいと思っています。」
学「そうですね。いろいろやってみるといいと思います。やりたいことだけじゃなく
て。」
日「私たちは学校で必ず書道を習わなきゃならくて、お正月にやらせるの。」
学「じゃ、今度一緒に展覧会に行きましょう。」
日「うん、是非、是非。いつ？」
学「いつ展覧会あるかを調べて、決めます。」
日「うん、よろしく。」
学「今度、神保町にあるから、行きましょう。」
日「はい。楽しみにしてます。」
学「じゃ、また連絡します。」
表現意図が達成された例（例３）別紙
学：「学習者」（ウクライナ人女性）
日：「日本人学生」（男性）
日「……です」
学「……です。よろしくお願いします。」
日「よろしくお願いします。」
学「え、それは何が書いてありますか。」
日「これはメモです。」
学「へえ、そう見えない。何かファションかなあって思いました。」
日「ファションじゃない。」
学「授業はいつ終わりますか。」
日「７月の中旬に終わります。」
学「７月の中旬ですか。休みにどこに行きますか。」
日「はい。」
学「そうしたら、私、８月に国へ帰ります。のこりはすごい短いですけど。会ったばか
りなんだけど休みにディズニシーに行かない。」
日「ディズニシー？」
学「はい。すごく面白いです。」
日「そうですか。」
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学「ディズニーランドに行った時、ジェットコースター乗って、すごい面白かったで
す。一日に５－６回ぐらい乗ってきました。友達と一緒で、一番後ろが一番怖いと
いって、前で乗りました。」
日「そうそう。後、前の方が景色がきれいです。一番後ろの方は何も見えないから怖い
です。」
学「景色はいいけど、私は前の方が一番怖いと思います。逆に後ろの方が見えないから
いいと思います。」
日「ああ、そうですね。」
学「だから、ディズニーランドが面白いから、そちに行きましょう。」
日「はい。」
学「写真もいっぱい撮りましょう。」
日「後、食べものはディズニーシーがおいしいけど、ディズニーランドはまずかった。」
学「アップルパイあるでしょう。」
日「はい、はい。」
学「あれすごいおいしかったです。焼きたてで、普通の店のアップルパイとは違いま
す。」
日「お菓子みたいなものですね。」
学「そうそう。他の食べものはまずかったです。」
日「……」
学「でも、一日中歩いたり、乗り物に乗ったり、回ったりするからおなかがついてい
て、何を食べてもおいしいです。」
日「友達と一緒に食べるから楽しいし、いいですね。」
学「そうそう。友達もいたら連れて行きましょう。」
日「ディズニーランドは大勢で行くと面白いです。」
学「私も友達がいるので誘ってみます。」
日「ディズニーランドは週末は混んでいます。」
学「そうそう。だから、平日に行きましょう。」
日「七月はテストがあるから、レポートもあるし。」
学「テストが終わったら、行きましょうね。」
日「チケットも前もって買わなきゃ。」
学「特別なパスポートもあるから、値段を調べてみます。」
日「じゃ、休みにはいたら行きましょう。」
学「楽しみにしています。」
